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ページへの関心度を高めていく。
　＜はなのあな＞との関係については、常に万
全の備えのもとその機能を果たしてくれている
ものと確信をし、信頼を抱いている。と、いう
ことは極めて日常的なことであり、自然のこと
である。従って意識することは「稀」である。
時折、風邪の症状になり不具合を感じた時に＜
はなのあな＞を通じて直接生命の維持が保たれ
ていることを改めて再認識をする。最も親密な
関係にあるものが敢えて疎遠な位置にあること
で、その関係が平穏に保たれていると、感謝の
念を差し置いて言い訳とも屁理屈ともつかない
ところにおいている。この部分をバッサリと切
り捨て本音で勝負を挑まれた感が無きにしも非
ずというところである。実に巧妙に仕組まれた、
と思わせることもなく、さわやかに淡々と実際
を語っている。若干、奇異なことと感じながら
も即座に、これだけ実際のことをストレートに
かつ興味深く描かれているものを面白く感じな
い方が不思議というものだ。思い当たる事柄の
連続に気後れも照れもなく、ひたすら貪欲に、
そして純粋にその展開を楽しんでいる自分を当
然のこととして意識するのである。
　扉絵を捲ると、
　　ぼくの　はなのあなと　　あつこちゃんの
　はなのあなを　くらべると、ぼくのほうが　
　　おおきい。
という文から始まる。ここから＜はなのあなの
はなし＞についてである。ということで、共通
理解・共通認識の前提の成立である。そして、
素朴に形状の違いからくる機能の違いの紹介が
ある。いるかのはなのあなは頭の上にひとつ、
などという例も出てくる。その事例の一つひと
つが実に興味深い。常にドキドキ、ワクワク感
が付き纏う。展開のなかでの紹介される事例は、
客観視のできる単なる事例ではなくなり、読者
一人ひとりの日常のなかでの至極重要で当然の
事であるという現実なのである。言葉が作者の
Ⅰ　まずは絵本「はなのあなのはなし」から
　絵本「はなのあなのはなし」（やぎゅうげん
いちろう　作　＜かがくのとも＞149号　福音
館書店刊）に出会ったのは創刊当時（1981年）
のソフトカバーである。絵本らしからぬ何とも
好奇心をそそる尋常ではないタイトル。シンプ
ル且つ大胆で意表を衝く割には違和感のない親
しみやすさと同時に期待感が即座に手に取らせ
る表表紙であり、裏表紙であった。タイトルだ
けを目に耳にするのであれば、このストレート
なタイトルは果たして絵本のタイトルとして成
立するものであろうか、という不可解さから揶
揄までもが生じてくる。しかし、現実において
は眼の前に置かれた作品を目にし、実際に好奇
心をそそられて手にしている自分がいる。瞬間
的に読者の好奇心を摑んだ作者の才能に脱帽し
ながらも、若干の羨望と嫉妬心が行き場を失っ
ている状況がある。そして、更には表・裏とも
にその表紙の絵の巧まれたかと思わせる稚拙感
から伝わる親近感と説得力。それらの構成が＜
選ぶ＞などという傲慢さを与えてはくれず、先
ほどの自虐的にも禍々しく感じた思いは完全に
封じ込められることとなる。
　表表紙が目に焼きついた状態で直ちに次の
ページを開く。伝えよう、伝えたいとする作者
の強い思いの絵と文章が瞬時の理解・納得を促
し、更に次のページへと指が動く。目で読む。
そうして、誘われるままに声に出して読むと幾
度でも繰り返したくなってくる。年長児を対象
とした月間絵本の８月号であることは承知の上
のことではある。しかし、その枠を越え、不特
定の読者、年齢層などというものの縛りを解き
放ち、不特定多数の老若男女が対象に作られた
もののような気がしてくる。予備調査の上厳選
限定したかのごとくに（そう感じさせるほどに）
絵と文章は展開する。特別ではない言葉が、恰
も特別の言葉であるかのように振る舞い、次の
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意図を汲んで働く。そして、絵が読者の「構え」
の姿勢をとらせない。軽妙でありながら、伝わ
るものは重厚である。シモニデスの「詩は有声
の絵であり、絵は無声の詩である」という言葉
の有する力、本分が本領発揮しているというと
ころである。絵と文との絶妙のバランス、相乗
効果である。それがページを繰る度に増幅して
伝えられる。
　余分なもののない絵と文なのである。スト
レートに語り、伝えている。これは、あの好奇
心の塊という以外に適切な形容を持たないかの
ような幼児たちに是非にも出会わせるべきであ
る。大切なことであるにも拘わらず雑事にかま
けて見過ごしたままでいる大人とは異なり、そ
の都度探究心を提携している子どもたちには満
足と更なる展開が約束されるはずである。
　58名の年長児にその出会いの時が与えられ
た。裏表紙は見せずに表表紙から進める。文章
のなかに時折誰もが覚えのある場面を瞬時にイ
メージさせることに文句なしの文章が入る。
　　　はなのあなが　つまると、
　　　においが　わからなくなる。
　はだが　つばっているどで
　おだらをしてぼ、ぼくはちっとぼ
　くさくだいや。
　はなのあなが　つまると、はなすことばが
はっきりしなくなる。
　だんだん　はだっばりが　ひどくだって　き
ちゃった。
　ぼう、べっどじ　ぼどって　でばす。おやす
びださーい。ずる。
　匂（臭）いが分からなくなると食べ物の美味
しさも、何を食べているのかも分からなくなる。
話す言葉がはっきりしなくなると、他人に自分
の思いや考えを正確に伝えることが難しくな
る。何を食べているのか、味も分からなくては
大変である。人生の楽しみの何分の一かが失わ
れるということである。そして、思いや考えが
伝わらないのでは社会的動物である人間の存在
意味が希薄で寂しいものになってくるのではな
いのか。
　読み手は作者の意図に操られたかのように読
み進める。子どもたちには我が意を得たりとば
かりの会心の笑みが声と共にこぼれる。しかし、
絵本の厚みを見れば、まだまだ先はある。この
ページにさほどの執着はいかがなものか、と言
わんばかりに彼らの視線は次を促す。各ページ
に作者の意図は示され、その読みの通りに彼ら
は受け入れて進んでいく。彼らが発する声、顔
の表情、身体の動きは読み手に程よい刺激と満
足感を与え続ける。ストーリィは佳境に入り、
彼らはそのあたりで共に遊びを堪能したかの心
持を静かな呼吸が伝えてくる。そして、絵本は
通常の流れから科学絵本ならではの人間や他の
生き物達に対しての優しさや配慮を感じさせな
がら余裕のうちに静かに進み余韻をも感じさせ
ながら大団円を迎えるところである。しかし、
この絵本は少し違っていた。最後のページにあ
るのは何ともユーモラスに描かれたガイコツ。
大きな目玉のついてるガイコツが絵本「はなの
あなのはなし」を持って立ち読みをしているの
である。文は
　はなのあなも　こんな　はなのあなになる
と、もう　おしまい。
である。
Ⅱ　子どもたちの絵本の楽しみ方の流儀
　最後に裏表紙。約23㎝×25㎝の四角形の一
面が朱赤で、真ん中に小さく、一円玉をふたま
わり小さくした程の黒い丸が二つ並んだ裏表紙
である。ここで絵本の読み聞かせは終わりであ
る。佳境を越えて静かな日常へ帰ったかのよう
に彼らは静かに呼吸をしている。全員がまるで
申し合わせでもしたように、誰ひとり声を発す
る気配がない。肝心の拍手もない。一体全体、
読み手に対する礼儀はどうしたというのだ。つ
い先ほどまでは、あれ程までにかなりの好感度
の反応を見せて楽しんでいたではないか。この
作品は君たちの好奇心・探究心を刺激し、満足
させ、次のステップへと昇る手立てをも示して
くれたのではなかったのか。読み手の選択は
誤っていたということなのだろうか。事実を、
－ 3－
松里：科学絵本の世界に遊ぶ
それも自分の身体の不思議のメカニズムをこれ
ほどまでに解り易く、興味深く伝えてくれたこ
とに対する敬意の表現はないのか。この無反応、
沈黙は何を意味しているのだろうか。沈黙が否
定と同等であるのは常と決まっている訳ではな
いのだが。彼らが沈黙に近い無反応になったの
は、どの時点であったのか。それは興味深い事
例の展開のあと彼らの日常性のなかにその事例
を話題として持ち込み可能の黙認を提示してお
きながら、突然の予想外のラストが周到に用意
されていたからであろうか。あのラストは彼ら
には受け入れ難いものであったのだろうか。
　読み終えた後に期待していた反応が直ちに表
現されない現実。無視ということなのだろうか。
それを目の当たりにして戸惑いと、軽くはない
寂寥感と喪失感等々がない交ぜとなり、不安感
をも呼び寄せ、この場から、子どもたちの前か
ら消えようかと思うまでの時間は、実はほんの
２・３秒間ぐらいのものであった。そして、そ
れは気を取り直すまでの時間でもあり、実に長
い長い２・３秒間であった。読み終えると同時
ぐらいでの反応を期待していた思いあがりに対
しての礼儀であったのか、と意気消沈の状況に
引きずり落とされ、首までどっぷりとその状況
のなかに浸かっているところを、グイッと引き
上げられることが、２・３秒後に起こったので
ある。それは身じろぎもせずにいたほぼ全員が
各自の表現方法で笑いの声を発しているのであ
る。口を大きく開けて笑う子ども。ニヤニヤ、
クスクスと顔のなかで目や鼻や口を自由自在に
動かして笑う子ども。なかにはその目や鼻や口
が顔から飛び出しそうにして笑っている子ども
もいる。そして、彼らのほとんどが椅子に腰を
かけたまま、足で床を踏み鳴らし、手は机の面
を太鼓を叩くかのように間断なくたたいてい
る。まさに爆発的である。踊りださんばかりの
振る舞いに「これだ !!」と安堵する。喜んでも
らえた、楽しんでもらえた、であった。
　この絵本の佳境から終演に向かうにつれて、
彼らはこの絵本から得た体験を深くしっかりと
抱きとめ、自分のものとしての確認後にその振
る舞い、その表現に出たものであろう。彼らの
大人びたその振る舞いを目の当たりにして、こ
の絵本の力に感服したのであった。
　否、極めて長く感じたあの２・３秒間の沈黙
は＜大人びた＞と言い表すのは的を射てていな
いのかもしれない。彼らにとってあの最後の場
面は予想することもできない、ただただ驚きで
あり、なおかつ誰もが否定のできない場面であ
る。理屈ではない、根底に畏怖の念を秘め、誰
もが受け入れずにはおかない真実を直観的に受
け止め、納得した、ということなのかもしれな
い。大きなおおきな感動のため、そのためにあ
の時間は必要だったということではなかっただ
ろうか。そして、その真実を受け止め、身体全
体で生へのエネルギーを吸収、発散していたの
ではないだろうか。
　大人になるにつれて感じなくなる疑問があ
る。特に最も密接な身体に関しての素朴で根源
的な不思議についての疑問は未発達な状態での
誕生後、少しずつその機能を獲得していく段階
で殊更にその都度新鮮な問題・課題としてある
と思われる。彼らが日頃感じ、抱いてる疑問に
対して丁寧にわかりやすく面白く解答すること
は、次の大きな疑問、謎を解き明かすエネルギー
の源になり得る。そのことは彼らの今後の生活
の場を広く大きく開拓していくことに繋がって
いる。その予感を彼らは得ていたに違いない。
Ⅲ　もう１冊の大切な絵本「みんなうんち」
　前述の絵本から得た体験と同様の体験を他の
絵本からも得る機会があった。それは、五味太
郎の「みんなうんち」である。読み聞かせをし
た対象は３歳になったばかりの男の子一人で
あった。態勢は＜だっこ＞である。彼の背中が
全面、筆者につくかたち。両腕を彼の前まで回
し、そこで絵本を持ち、読む。初めのうちは各
場面で膝の上のお尻が動いて反応を示す。次第
に動かず静かになった。残念なことに ,その態
勢では彼の表情を観察することができない。こ
の絵本の最後の場面は登場した動物たちが全
員、見開きの１ページで読者に後姿を見せ、自
然体で＜みんな　うんち＞をしている。その
ページには、「いきものは　たべるから　みん
な　うんち　を　するんだね」とある。因みに
最初の場面では登場する動物たちが全員、やは
り見開きの１ページで読者の視線をあびながら
ひたすら食事をしている。
　絵本を読み終えた際、彼は全く動かない。凝
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固でもしたかのように微動だにしない。少しは
変化をみせてもよい頃なのだが、声を発するこ
ともしない。絵本の選択を間違えたのだろうか。
彼との有意義な時間を過ごすために設定したは
ずであったのだが。反応が、凝固状態である。
彼の喜びの表情に出会うことができないのであ
るのなら・・・と。期待したその動きがない、
変化のない空白の時間に押しつぶされそうな思
いで、彼を膝から降ろす動きをしながら、＜帰
る＞旨を告げる。その途端、彼は身体を半回転
して筆者の袖を摑み、強い声で「ダメ !!」と必
死の形相で訴える。その一言がやはり、この絵
本は思っていたとおりの絵本であったことを伝
えている。選択は間違ってはいなかった。読み
聞かせの態勢が彼の顔の表情を見づらくさせて
いたのである。失敗であった。勿体ないことで
はあったが、３歳の子どもを釘付けにするほど
楽しませることができたことを確認できたのは
収穫であった。
　絵本「みんなうんち」は分類からすれば「は
なのあなのはなし」同様に科学絵本ということ
になろうか。理由は共通理解・共通認識がで
き、共有できる知識・知恵があるというところ
である。我々の暮らしのなかで最も大切なこと
はなにか。それは、「快食・快眠・快便」なの
ではないだろうか。単純に、このことに異を唱
えるひとがいるとは思われない。この３つのこ
とが日々自然体でできるように条件を全て揃え
ることが重要な課題である。大人であっても同
様であると思うが、子どもたちにとって、「快
食・快眠・快便」のなかで最も切実な課題はな
にか。子どもの立場で答えるなら贔屓目にみて
「快食・快眠」はさておき、「快便」ではないだ
ろうか。幼児教育の現場の昼食時のことである。
給食のメニュウのなかに子どもの苦手な食材
（野菜）が入っている。その際指導者は少しで
も食べてほしいので、声掛けをする。以前は「イ
ケメンになるから食べなさい」と言っていたそ
うである。しかし、その効果は長くは続かなかっ
たそうで、最近かなり効力のある言葉をみつけ
たとのこと。その言葉とは「これを食べると、
うんちがスルスルと気持ちよくでるよ。」だそ
うである。朝、スクールバスで迎えに行った教
師にお金を渡して、「これで、何か買って食べ
させて」と言う母親がいるという昨今の現実を
考えると、好き嫌いとか、食材のバランスとか
の問題以前であり、「快便」に関しては、更に
それ以前というか、後の話になるのかもしれな
い。「食育」のみならず「浴育」「掃育」「礼育」
「木育」「住育」等々の言葉を目に耳にすること
が多くなった今日においては、更に深いところ
で納得のいくはなしではある。
Ⅳ　「科学絵本」について少し
　科学絵本について、＜共通理解・共通認識が
でき、更に共有できるもの＞と大雑把なことを
書いた。「科学絵本」の呼称の歴史的研究をし
ている瀧川光治氏は絵本学会研究紀要「絵本学」
（2003－№５）のなかで
　 「科学絵本」とは知識絵本の中で特に ‘物語性’
を持ち ‘着眼点’ を読み手に意図的に伝える
ための工夫を持つものと考えている。
と、述べている。実に簡潔な定義である。科学
絵本には他の領域の絵本にはない懐の奥行の深
さと幅の広さを感じる。「私は、読者を選ばな
い。」と言っている気がするのである。科学絵
本には読者の五官の機能を覚醒しつつ、つぎの
行動へと駆り立てる力がある。ドキドキ、ハラ
ハラ、そして、ワクワクも一緒である。不思議を、
好奇心を道連れに未知の世界への探検へと誘う
ものが棲んでいるのではと、思うのである。
　「科学絵本」は「科学」と「絵本」の二つの
言葉からできた造語である。「科学」の領域の
広さによるものなのか、この言葉は常に使い続
けている中にあっても＜古さ＞を感じさせない
言葉である。これが日本で使われ始めたのは19
世紀末。SCIENSEの訳語として作られた単語。
本来、ラテン語のSCIENTIA、つまり＜知識＞
全般を指す言葉から生まれたと解されている。
「現代国語例解辞典」（小学館）には、今日は「科
学」といえば狭義には自然科学を指す、とある。
また、この自然科学も狭義には自然現象そのも
のの法則を探究する数学・物理学・天文学・化
学・生物学・地学などがあり ,広義にはその実
生活への応用を目的とする工学・農学・医学な
どを含むとある。しかし、「科学」を広く見る
と自然科学のほかに人間社会の諸現象を支配す
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る法則を解明しようとする科学の総称としての
人文科学までとある。
　それでは「科学絵本」という名称がつかわれ
始めたのは、いつの頃からなのかということで
は、日本の出版界で公的にその名称がつかわれ
た記録としては、1937年４月に東京社からの「小
学科学絵本」（全12巻）が最初のもののようで
ある。木村俊徳・村山知義らの画家たちによっ
て執筆され、科学的なものの先駆的なものとし
て、その業績は注目されているようである。先
述した瀧川氏の論文のなかに
　 「科学絵本」という呼称は1937年に使われは
じめ、1943年の牛島・矢部の「絵本の研究」
が出版される頃に普及していったと考えられ
る。
の記述がみられる。
Ⅴ　「科学絵本」の位置づけ
　絵本を幼児のもの、子どものものと枠の中に
納めて仕舞うことには危うさを感じるとともに
勿体ないと言わざるを得ない。現在はもとより、
1970年代頃から対象を最初から「子ども」を意
識せずに創られたものが比較的多く出版されて
いる。絵本が絵と文から成るもの、ということ
であれば対象は子どもに限る必要ももとよりな
い訳である。しかし、定期的に刊行されている
ものの多くが幼児向きとあれば、内容からより
有効な利用を考える手立てとして、幼児との関
わりから見るのも利便性があると思われる。
　認識絵本（0.5歳ころ～２歳ころ）　生活絵本
（1.5歳ころ～３歳ころ）　物語絵本（３歳ころ～
６歳）　科学絵本（3.5歳ころ～６歳）という分
け方である。括弧内の数字は対象と考えるおお
よその年齢である。これは幼児教育の世界では
よく知られ、よく使われている分類の一つであ
る。
　認識絵本は＜ものの絵本＞とも称され、内容
は＜ものづくし＞が基本となっている。身近に
ある生活の用具や食べ物、動物、乗り物といっ
たものが、共通概念で編集された絵本である。
更に、これは「赤ちゃん絵本」とも呼ばれてい
る。この赤ちゃん絵本で特に紹介したいのは谷
川俊太郎　文　元永定正　絵の「もこ　もこも
こ」である。抽象性の高い鮮明な色遣いの絵に
擬音だけの絵本である。声に出して読むと、そ
れだけで気分が高揚して何回でも繰り返したく
なってくる。それが読み聞かせの対象が実際に
目の前にあるいは「だっこ」をしながら反応を
見ながらということであったなら尚更に繰り返
したくなる絵本の一冊である。
　生活絵本は別名＜しつけ絵本＞とも呼ばれて
いる。「こんにちは」「ごちそうさま」（渡辺茂
男文　大友康夫　絵）などが即座に想起される。
また、現在の絵本のスタイルに直接繫がる位置
にある「もじゃもじゃペーター」は1845年にド
イツの医者、ハインリッヒ・ホフマンが３歳の
息子へのクリスマスプレゼントのために描いた
といわれているしつけ絵本である。
　物語絵本については、日本昔話、アンデルセ
ン、グリム、イソップ等々の話を絵本化したも
のを始めとして、絵本作家が自らの創作意欲を
満足させるために制作した絵本。読者は大人で
も子どもでも構わない、対象の年齢の枠を取り
払ったもの。読者の受け止め方でいろいろな力
を与えてくれるもの。寓話性が色濃く出ている
と思われなくもないが、小学校の教科書にも載
り、子どもたちを感動させたレオ・レオーニの
作品「スイミー」。そのレオーニが孫のために
即興で作ったといわれている「あおくんときい
ろちゃん」は絵（色）の力と言葉の力で人間関
係をストレートにユーモアたっぷりに温かく描
いている。物語絵本は「絵本」の本来的性格・
目的を純粋に持つものと思われる。
Ⅵ　 社会科学絵本としての「ひいおじいさんの
たんじょうび」
　科学絵本については、「はなのあなのはなし」
「みんなうんち」等について先述したことでこ
の枠への言及は「割愛？」の体で、科学の、と
いうか科学絵本のというか、その意味・働き・
使命に関して言葉少なに語ってピリオドという
ところかもしれないが、ここで更に一冊の絵本
の紹介をしたいものだと考えているところであ
る。
　その一冊とは福音館書店発行の＜かがくのと
も　144号＞の「ひいおじいさんのたんじょう
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び」である。
　絵本「ひいおじいさんのたんじょうび」について
　昭和31年４月に「こどものとも」を創刊後、
福音館書店は昭和44年４月には「かがくのと
も」を発行。創刊号は「しっぽのはたらき」 
（川田健文　薮内正幸　絵　今泉吉典　監修）
である。爾来、現在に至るまで毎月印象深い絵
本の数々が出版されている。因みに、2009年 
２月で通巻479号はやぎゅうげんいちろう　作
の「けけけのけ」である。
　「ひいおじいさんのたんじょうび」は＜かが
くのとも＞144号は1981年（昭和56年）３月発
行である。文は渡辺茂男、絵は太田大八である。
この物語は、あきこ（小・２）とひろし（年長組）
のひいおじいさんの米寿の祝いのためにひいお
じいさんの暮らしている「いなか」の家に一族
が集まって祝うというものである。あきことひ
ろしの父親は「いなか」から東京の大学へ進学
し、卒業後も「いなか」へは帰らず、都会で就
職をし、「だんち」で暮らしている。その父親
から姉弟は二人にとっての曾祖父のやのすけさ
んと曾祖母のふみさんと二人のおじいさんであ
るひとり息子のたろうさんの結婚から次つぎと
自分たち二人に至るまでの話を聞く。子から孫
が誕生してと、その時その時の流れの中で最も
親しい家族のそれぞれの事情を踏まえて、その
繫がりが丁寧に描かれている。一族18人が勢揃
いしたあとは記念撮影をし、箱膳でのお祝いで
ある。給仕は本家の曾孫たちである。
　描かれている時代は室内の造りや家具等から
大方検討がつくものの住んでいる所が判然とし
ない。「だんち」とあるだけである。同様に曾
祖父の暮らしている所にしても「いなか」とだ
けで地名はない。しかし、姉弟の家から見える
外の景色は描かれた当時の日本中のあちらこち
らによく見るような団地からの風景である。曾
祖父母の「いなか」にしても代表的というかい
かにも象徴的な日本の田園風景である。当時、
子どもたち（兄弟、姉妹）が生まれ育ったとこ
ろにそのまま住み暮らすということはだんだん
少なくなりそれぞれが家を出て別々の生活をす
る。そういう風が日本中を席捲していることを
実感する時代が描かれている。しかし、地名の
明記がないのは少なからず違和感を覚える。そ
して、表表紙に描かれた宴会の絵である。金屏
風を背にコの字型に御膳が並び ,和気藹藹と一
人ひとりがそれぞれの思いで楽しんでいる様子
が描かれ伝わってくる。裏表紙には鯛の尾頭付
きの乗った御膳が大きくひとつ描かれている。
宴会の形式から少しずつ、＜謎＞が見えてくる。
　この絵本のタイトル「ひいおじさんのたん
じょうび」というのはひいおじいさんにも誕生
日があったんだ、というところで先ずは目を
惹く。誕生日というと小さい子どもや若い人
たちのためにあるような気がしているが、その
ギャップに意図（思い）が感じられる。「ひい
おじいさんの米寿の祝い」でもよいのではない
かと思うのである。宴会の形式も、食卓にして
も最近はあまり使われなくなった塗の膳を使用
し、料理もそれに相応しいものを用意し、自宅
が宴会場なのである。「昔のままで懐かしい。」
という声が聞こえてきそうである。しかし、「懐
かしい」という言葉は読者の人生経験によるも
のであり、幼い人たちには奇異な程珍しく映
るに違いない .曾祖父の住み暮らしている「い
なか」は山の中のイメージで海には遠いと感じ
られる風景である。それにも拘わらずすべての
御膳に鯛の尾頭付きがついている。御膳の料理
は正に「晴れ」のものである。老人も子どもも
皆大切な存在・家族として描かれている。昔は
同じ家族のなかでも立場によって食事の内容が
違っているのは普通のことであった。力のある
人がより多くの御馳走を食べたのである。この
絵本では形式は昔のままだが、内容は別である。
我々の暮らしのなかで大切なこと、「衣・食・
住」のなかで敢えて言うなら、一番は「食」な
のではないだろうか。「衣食足りて礼節を知る」、
まずは食べること。話はそれから、というとこ
ろである。何をどう食べるか、なにをどう食べ
ることができるのか。「食」が、食べることが
我々の人生を支えてくれるのである。人間が人
間らしく生きることを支えてくれるのである。
そのために「食」には多くの経験からの知恵が
生かされているのである。昨今の食事は簡便に
済まそうとおもえば、お金さえあればいくらで
も可能である。もてなしの料理であっても同様
である。しかし、以前は、昔はそうではなかっ
た。「御馳走」という字の語るところである。旬
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の食材を使って、高価な食材を使えばよいとい
うことだけではなく、手間暇を惜しまずに作り饗
するということなのだから。特に儀式のときは
準備が大変である。儀式の格・内容に合わせた
料理を作らねばならない。食器・食具・膳等の
扱いも重要である。その大変な仕事には（料理
の一つ一つには）大きな意味があって、それを
守ることで、伝わる大事なことがあるのである。
この絵本の表紙絵に描かれた日本の食文化の一
面には、そのことに託した作者たちの思いがあ
るようである。また、その地名が明記されてい
ないことは、敢えて不特定多数を意識したもの
に違いない。この絵本を読む子どもたちの一人
ひとりが「あきこ」と「ひろし」であるという認
識をもってもらうことがメッセージなのである。
　この144号の折り込みふろくに文を担当した
渡辺氏が「この作品が生まれるまで」と題して
つぎのような内容のことを書いておられる。
　＜この絵本は、昭和52年の冬の打ち合わせか
らはじまって３年数か月かかって文と絵の最終
原稿ができあがりました。＞とある。更につづ
く文章の中に、この物語の第１稿は昭和42年
の春で、「こどものとも」のための書き下ろし
であった。「ぼくの　かぞく」とか「あきこの
　ひいおじいさん」の仮題がついており、原稿
の写しは福音館の編集机のひとつに入ったまま
であった。10年後の昭和52年の２月に第２稿
としてあり、54年の第３稿を経て、草稿が生ま
れてから15年目の昭和56年に「かがくのとも」
144号（３月号）として発刊となった。尚、10
年後の第２稿では新しい担当者の目に触れて、
書き直しを依頼され、「かがくのとも」の１冊
として、社会科学的な意味があるから、と制作
が具体的に検討されたのであった、ということ
である。
Ⅶ　 絵本「ひいおじいさんのたんじょうび」に
見える社会科学
　昭和42年の草稿が生まれてから15年めにし
て出版の運びとなったというのは珍しいので
はないだろうか。そして、最初は「こどものと
も」であったのが出版された時には「かがくの
とも」の１冊としてであった。編集担当者が社
会科学的な意味がある、と言ったことから再開。
この「社会科学的な意味」というのが少々気に
なるところである。昭和56年（1981年）と聞
いて気になったのは、家族形態の変動である。
戦後間もないころであったなら、この絵本に描
かれた18人の家族のうち外へ出て行く人は何
人であったろうか。娘は嫁ぐまで同居するのは
当然として、次男、三男も娶ってもしばらくの
間は、財ができるまでは分家せず、同居の形を
とるところが多かったのではないだろうか。高
い学歴を積むことのできたのは、まずは長男で
あったから進学のために外へ出たとしてもいず
れは帰り共に暮らす人である。それが政治の変
化、経済の進展により価値観にも変化が生じて
くる。人の流れにも変化が起きる。その一つが
家族形態の変動としてあらわれたのではないだ
ろうか。
　あきことひろしの家庭から「核家族」の名称
が浮かび、百科事典（「世界大百科辞典」1988
年平凡社刊）より調べてみた。それによるとア
メリカの文化人類学者のG・Pマードックがそ
の著書「社会構造論」（1949）で初めて用いた
名称である。日本では当初、核心家族、中核家、
核的家族などと訳されていたが1959年に<核家
族＞に統一された。家族形態の変動をとらえる
標識の一つとして核家族率がある、ということ
である。この核家族率は国勢調査によると（上
記の百科事典による）、1920年は58.8パーセン
ト、60年は63.5パーセント、70年は71.5パーセ
ント80年は75.4パーセントと高まっている、と
記されている。この絵本が出版されたのは、81
年である。草稿を手がけたのは15年前で「こ
どものとも」の書き下ろしであったという。そ
の後10年程眠りづづけていたものが、改めて
手を加えられ、「かがくのとも」の１冊として
出版された。社会科学的な意味があるから、と
してである。次に「家庭」を調べてみた、今さ
らという感が無きにしも非ず、ではあるが。小
学館の「現代国語例解辞典」（第二版）によれ
ば、＜家庭＞とは、夫婦、親子、など、家族が
一緒に生活する最も小さな社会集団。また、そ
の生活する場所。と、ある。人間がこの世に誕
生し，一番に出会う社会が家庭である。最も親
しい人と人との繫がりで築かれた集団である。
その人たちの庇護のもと幼子は育まれる。その
幼子が守り育てられる際に、いろいろな場面に
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おいて、その都度人生の先輩たちがいてくれた
ら、なんと心強いことか。それが、同じ家庭に
暮らす家族の一員であれば尚更である。その基
盤となるべき最初の社会集団の規模が縮小化す
ることで、力が弱体化している。幼子たちにとっ
ては次の社会へ飛び出す際の後押し不足となる
のではないのか。そういう危機感が、３稿を経
て草稿から15年目にして、この絵本の出版を促
したのではなかっただろうか。生活空間の全て
を移動させ、以前の形とすることは困難である。
しかし、系譜を知り、確認する。そして、対面
の可能な限りは対面して確認する。自分がこの
世に誕生して存在していることの意味を対面は
優しく強く価値あるものとして認識させてくれ
るに違いない。
　この絵本は発売当時、幼稚園、保育所に通っ
ていた年長児たちが対象で、その子どもたちに
多く読まれたと思われる。あの感性が鋭敏で好
奇心の強い子どもたちの目に心にどのように映
り、届いたのか、である。一族が一堂に会する
ことは行事や儀式の「晴」の場合などの特別な
時である。それは大人中心に動いているかに見
えるが、本当は後に続くものたちの存在が大き
く動かしていることを知らない者は少ない。関
知の度合が低いことを前提の後継者たちは、こ
の時とばかりに好奇心、冒険心を味方に、まず
は観察の目を働かせている。血の繫がりが見せ
る共通点に不審やら安堵心やらを覚えるに違い
ない。この絵本には読者の多くがその共通点を
読み取ることを願い、作品のあちらこちらに仕
掛けがある。あきことひろしからひいおじいさ
んに辿っていくまでの登場人物たちの顔かたち
と表情に、なんと共通点の多いことか。
　物語の核となるようなできごとも家族がいる
なら当然起こり得る範囲内のことで、特異な
ケースは登場しない。故に地名の明記がないの
であろう。＜だんち＞であり、＜いなか＞なの
である。不特定にすることで、読者の多くが自
分に近い位置で読み取ることを想定したのでは
あるまいか。殊にこの絵本の制作者たちが幼い
人たちのために思いを込めたと感じる場面があ
る。
それは、門をはいった時に
　＜もものきと　うめのきに　はさまれて、ひ
いおじいさんと　ひいおばあさんが、
　　なかよく　ならんで　たっていました。＞
　＜ふたりとも　、まっしろな　かみのけに、
まっかな　ちゃんちゃんこの　よく
　　にあう　きれいな　きれいな　おとしより
でした。＞
と、いう文章である。＜きれいな　きれいな　
おとしよりでした。＞の文章は感動的である。
この文を選ぶ時、作者には読者たちがこの文を
読んだ時の顔の一つ一つ、その表情が見えてい
たのに違いない。そして、その後にあきことひ
ろしのいとこたちが小走りで迎えに出てくるの
である。
　象徴的な表と裏の表紙の絵に営々とつづいて
きた日本人の暮らしのなかで形成された行事・
儀式の最も伝わりやすい様式。第一歩の社会で
ある家庭から次の社会集団への架け橋となるも
ののルール、秩序がある。この国に生まれ生き
てきた人々の歴史、伝統・文化が宴会という形
の「食」を通じて伝わる「心」がそこにある。
　あきことひろしに、そして読者たちに、今、
生きてここに在ることの必然の不思議を、重要
さが伝わったのではないだろうか。
Ⅶ　率直な科学絵本「トマトのひみつ」
　月刊「かがくのとも」通巻305号の1994年８
月号の「トマトのひみつ」は文・写真が山口進
氏である。
　「百聞は一見に如かず」は説得力のある諺の
ひとつであるが、それを端的に証明するものの
なかに写真がある。この「トマトのひみつ」と
いう絵本は写真と文が巧みな構成のなかでそれ
ぞれの役割を十二分に発揮している。トマトは
嗜好の点で、ピーマンなどと並び極端に差の出
る野菜かもしれない。好む人はあの色・形・に
おい・大きさ等々全てをまとめたところでの味
が好きなのだと思われる。実の赤とガクの緑、
そのコントラストが良い。弁当に食卓にその色
があるだけで美味しい楽しい食事が約束された
気分になる。その真赤なトマトが約23㎝×25
㎝の表紙に四隅を若干残す程の大きさで丸ごと
写し出されている絵本「トマトのひみつ」。ト
マトのひみつって一体全体どういうことなの
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か。裏表紙には緑の茎と新芽。その緑の全身に
は細い細い針のような繊毛がびっしりと白く輝
いている。その生き生きした写真が丸窓のなか
にある。読み終えれば、そのひみつはこの茎の
繊毛にあるということが解るのだが、最初は洒
落たレイアウトの印象である。
　物語は夏になり、収穫を次々に控えたトマト
畑にクモが巣をつくったことから始まる。クモ
はトマト畑に飛んでくる多くの虫たちが目的な
のだ。しかし、その虫が待てど暮らせど来ない。
来ない理由は、虫たちがトマトのひみつである
ところの防御法を知っているからである。それ
は茎にびっしりと生えた針のような繊毛が触れ
られると、虫たちが瞬間的に逃げ出すほど大
嫌いな匂いを強烈に発散させるということなの
だ。その上に、クモは＜においを　かぐことが
にがてだったので、＞の文章により、クモは自
らの嗅覚でそのことに気が付く、という幸運に
は恵まれてはいなかったということが分かる。
それが、＜あそびに　むちゅうになった　む
しが　とんできた。＞ことによって、トマトの
茎が思いっきり発射した撃退のための匂いによ
り、逃げ去るという場面を見、知る。そのこと
から虫が飛んでこないことを理解したクモは暗
くなるのを待ち、大急ぎでかぼちゃ畑へ引っ越
しをする。従って、トマトは常にその匂いによ
り守られながら次々と真赤に熟れて輝き、クモ
は引っ越したことでエサ不足に悩まずに済んだ
という展開である。
　トマトのひみつは、この茎の白い繊毛にあ
る、といってしまえばそれまでのことである。
そして、この絵本の表と裏の表紙がそれを示唆
しているのであるが、若くて経験による知恵を
持たず、嗅覚という最高の助っ人にも恵まれて
いなかったクモを本来は準主役であるにもかか
わらず主役扱いで登場させ、物語を進めること
によって興味深い展開となっている。そして、
これは「絵」ではなく写真なのである。その場
面その場面において適宜な写真である。その一
枚一枚の写真は寡黙に見えながら実は饒舌とは
言わないまでも、よく語っているのである。カ
メラのレンズを通したものであっても、人間の
手が意図的に描いたものとは異なる。恣意的な
判断によるものでない分だけ、よりその事実は
真実を語るのである。そのために理屈抜きに納
得をしてしまうのである。そのことがレイアウ
ト効果の助けもあって表現されているとは思う
が、それ以上に自然界の生きものが共存・共有
するさまを具に知っている、そして、正に共存
を心がけているその人自身の確かな目だからこ
そ捉えることのできた写真だと思われる。
　筆で描いた絵であったならば、この絵本を科
学絵本として認めてもらうには緩やかすぎたの
ではないだろうか。それは絵空事になりかねな
いと思われるからである。準主役であるはずの
クモが主役待遇で登場するという物語性の強い
一面からも、である。だからこそ、この作品は
写真である必要性があった訳である。そして、
クモが主役扱いをされることで、視点が変わる
ということである。その変ったことで今まで気
づいていない、見えていなかったものが見えて
くるということだ。気付かず、見えないうちは
他人のものであるが、気づき、見えたら、こち
らのものである。そうなると更にさらにと心も
目も深く深く関わりを求めていく。まだその先
にあるものを摑み取ろうとする。まだその先に
あるものとは何か。それは本当のこと、真理な
のではないだろうか。その段階でそれに出会う
ことができれば、更につぎの本当のものに出会
う機会を、約束を得たも同然である。
　この一見冷静と思われるように書いた感想
は、既に何回となく楽しんだからである。トマ
ト好きの人であれば手にして見ずにはいられな
い表紙に作者の愛情と自信を感じページを読み
進んでいくうちに頭の中がトマトのことだけに
占領されていることに気づくのである。しかし、
それは不愉快なことではなく、むしろ精神が高
揚し愉快でしかたがないのである。それは事実
が解明されていく予感に駆られ、事実そのこと
が納得のいくことと認識・理解するというプロ
セスの楽しみを持って辿ることができるからで
ある。このプロセスを辿ることはこの時点で、
そのことだけのたった一つのことでしかないの
だがまるで天下をとったかのような心持ちにな
る。知っていること、分かったことと言ったら
その一つだけであるにもかかわらず、である。
他の生き物の多くを知らないのに、である。有
頂天となり背中に羽が生えたかのような自由な
気分を満喫しているのである。
　科学絵本の第一人者といっても過言ではない
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と誰もが認めるであろう　加古　里子さんの著
「絵本への道」の中に
　＜そんな風に作品を作ってくるなかで一つた
どり着いたのは、自由はなんのために必要かと
いうことでした。それは、真実をつかむために
必要なんだということです。＞
と、いう文章を見つけました。そして、もう一
つの文を思い出しました。
　＜あなたたちは真理を知り、真理はあなたた
ちを自由にする。＞
　　　　（ヨハネによる福音書　８章32節）
というものでした。ああ、このことなのかなと
思ったことです。
　この絵本には科学絵本としての魅力の他に文
章を構成するという面からも楽しく学べる。伝
えたい事柄を伝えるための工夫が面白い。先に
物語性が強いということを書いたが、その部分
である。表と裏の表紙の写真のみでそのひみつ
は簡単に解明されてしまうところを敢えて仕立
てている。しかし、作り物の不自然さは感じさ
せないのである。じっくりと腰を据えて観察し
ている人であるからこそ見ることができるうえ
で、そういうものを生かしている。必要なもの
を必要なだけ取り込んで、余計なものは持ち込
まないところである。５Ｗ１Ｈを明確に勿体ぶ
らずに示しているところであり共有するべきも
のであるからこその理解であり認識である。こ
のことが伝える伝わる文章を書く上で有益であ
る。写真（絵）と文との相乗効果を計算に入れ
ているが、本当はそれ以前に伝えたい事柄につ
いて作者がどれ程の思いでいるか、その思い
を叶えるだけの周到な計画・準備ができていた
か、どうかなのである。この絵本はそのことに
も気付かせ、更にテクニックの重要性をも伝え
てくれる作品である。
　科学が真理をもたらしてくれる。そして、そ
れが先の道を明るく照らし、一歩を踏み出す勇
気を与えてくれる。また、それは私たちの夢を
現実のことにする第一歩であるということ。
このことを科学絵本の紹介を通じて伝えること
ができたらなと思ったのである。
物語絵本には、また別の世界がある。ここで
も読者は遊び楽しむことを知る。このことを
本学の学生たちは「こびとづかん」（なばたと
したか　作　長崎出版）と作者のなばた氏との
メール交換によって体験した。彼らは他人が奪
い取ることのできないものを身の内に豊かに蓄
え、そこから新たな自分たちを表現することが
できた。科学絵本とは異なる喜びと自由である
と思うが、それは科学の後押しの力によるもの
と思っている。述べる機会を次に得ることがあ
れば、彼らが、「こびとづかん」の世界で遊び、
そして飛び出し、佐藤忠良絵の「おおきなかぶ」
に、歓喜のダンスを、踊らせた経緯について述
べたいと考えている。
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